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本装置は、万能引張試験機に付属し CCD カメラを利用し 

標線間伸びを測定します。データ処理と組み合わせることにより 

試験力と標線間伸びの曲線から各種データの解析を行うことができます。 

パソコン画面上には、右図のようにカメラ画面とマーカー位置が表示され 

伸びを追尾、記録します。 

伸び分解能は、マーカー付き試料の場合、0.016mm～です。 

その他オプションとして 

JIS 伸び計、動画、静止画レポート機能をご用意しています。 

Extensometer 

標線間表示画面 

ファッションビジネス必携資格ファッションビジネス必携資格

2019年
TES試験日

147
sun

http://www.tes-shikaku.jp

■繊維製品品質管理士（TES）とは■
繊維製品品質管理士（Textiles Evaluation Specialist=TES）
は、昭和56年度に通商産業省の告示（平成9年12月18日廃
止）に基づいて生まれたもので、消費者に供給される繊維製品
の品質・性能の向上を図ったり、繊維製品の品質について消費
者からクレームが出ないように、それらの製品の製造や販売を
行う企業のなかで活躍するスペシャリストです。その狙いは企
業活動の合理化、消費者利益の保護、企業・消費者間の信頼関
係の改善にあります。

TES試験は、短答式・記述式に2分類され、次の①～⑤の5科目に
より行われます。試験当日、受験者は試験終了後、試験問題を持ち
帰ることが出来ます。

■TESの試験科目■

①繊維に関する一般知識 [繊維一般]
　◆繊維の種類と性質
　◆糸、布地等の種類・製造・性質
　◆染色・加工
②家庭用繊維製品の製造と品質に関する知識 [製造・品質]
　◆衣料品等の企画・設計・製造
　◆衣料品等の要求項目と消費性能および試験法
　◆品質管理と品質保証
③家庭用繊維製品の流通、消費と消費者問題に関する知識 [流通・消費]
　◆消費者行動とその調査法
　◆消費者問題と消費者政策
　◆経済の変化と衣料の流通・消費
　◆衣料品等の消費と消費者苦情・環境問題

繊維製品品質管理士

主催・願書の申込・問い合せ先
2019年TES試験会場

短答式試験 [基礎知識を問う]

記述式試験 [識見・応用能力を問う]

④事例
繊維製品の品質・性能に関する消費者苦情の発生を未然に防止
するための製品企画および品質管理に関する応用能力の有無を
問います。
⑤論文
社会および繊維産業の現状の理解のうえに、繊維製品品質管理士
として必要な識見を問います。

■TES願書の受付■
2019年5月1日～5月20日

■TES受験テキスト■
TES受験のテキストは以下のとおりです。
短答式の「繊維一般」「製造・品質」「流通・消費」試験のテキスト
●新訂3版繊維製品の基礎知識シリーズ（３分冊）
記述式の「事例」試験のテキスト
●改訂繊維製品の品質苦情ガイド　
　　̶消費者苦情の原因究明・再発防止策̶
記述式の「事例」試験のテキスト（詳細版）
●繊維製品の苦情処理技術ガイド（色に関する苦情）
●繊維製品の苦情処理技術ガイド
　（損傷、形態変化、外観変化、機能低下等）
●繊維製品の苦情処理技術ガイド
　（縫製、安全性、表示等に関する苦情・不適正）

一　　般
社団法人

〒105-0011　東京都港区芝公園2-11-13-205
TEL 03-3437-6416　FAX 03-3437-3194
http://www.jasta1.or.jp
E-mail:jasta@mtb.biglobe.ne.jp

京都女子大学
京都府京都市東山区今熊野北日吉町35

〔試験問題・解答は、10月下旬に協会HPに掲載〕

TEXTILES
EVALUATION
SPECIALIST

名城大学
愛知県名古屋市東区矢田南4-102-9

社内の昇格試験や社員教育など能力開発の一環として、TES制度が
企業内で活用されています。TESは社内で人材を高度化・専門化す
る手段として最も有効な制度と評価されています。

○人材の高度化・専門化の手段に使われています

○ファッションビジネス必携資格です
TESが名刺に「繊維製品品質管理士」と印刷するケースが増えてい
ます。専門知識の裏付けとなるTESを取得すると、ファッション業
界では大きな信頼となります。

○品質情報のパイプ役です
TESは品質に関する消費者の要求を、小売→アパレル→テキスタイ
ルとつなぐ情報伝達の役割を果たしています。すなわち、TESは消
費者情報について業界と消費者の間のパイプ役を果たしています。
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精密機械工場のスーパークリーンルームでも使用される

高性能マイクロファイバーをご家庭に。

特殊コンジュゲートの割繊糸
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       JFST Abstracts       JFST Abstracts
Preparation of Silk-Fibroin Nanofiber Film
with Native β-Sheet Structure via a

Never Dried-Simple Grinding Treatment
Yoko Okahisa, Chieko Narita, and Kazushi Yamada
Faculty of Fiber Science and Engineering, Kyoto
Institute of Technology, Matsugasaki, Sakyo-ku, Kyoto
606-8585, Japan
A nonregenerated silk-fibroin nanofiber film (FNF) was

prepared from silk cocoon via a simple water-grinding treatment
in a never-dried state and paper-making process after sericins
were removed. Fibers 150–200 nm in width were observed in the
atomic force microscopy micrographs of the surface of the films,
confirming that fine nanofibers were successfully obtained by
the grinding treatment. Moreover, the prepared FNF maintained
its silk β-sheet structure. Conventional regenerated fibroin films
were also prepared for comparison of their morphological,
mechanical, and thermal properties with those of the
nonregenerated FNF. The elastic modulus of the nonregenerated
FNF was higher than those of the conventional regenerated
fibroin films. Moreover, the nonregenerated FNF also exhibited
superior thermal durability. The native silk β-sheet structure of
the FNF should be useful in the development of high-
performance silk-based materials. J. Fiber Sci. Technol., 75(4),
29-34 (2019) doi 10.2115/fiberst.2019-0005 ©2019 The
Society of Fiber Science and Technology, Japan

―――――――――――――――――――――――――

Mechanical and Microstructural Properties
of Polypropylene Fiber-Reinforced

Geopolymer Composites
Muslum Murat Maras＊1 and Mehmet Metin Kose＊2

＊1 Department of Civil Technology, Malatya Turgut Ozal
University, 44100, Malatya, Turkey

＊2 Department of Civil Engineering, Kahramanmaras
Sutcu Imam University, 46050-9 Kahramanmaras,
Turkey
Geopolymers are a kind of polymeric material that can be

formed using industrial applications based on inorganic
polycondensation. They can be used in applications to replace
traditional cement with environmental and technical benefits. In
this paper, mixtures with different silica moduli (0.8, 0.9, 1.0)
and molar ratios (12, 14, 16 M) were used to prepare
geopolymer mortar, and the optimum polypropylene (PP) fiber-
reinforced mixture was determined. The PP fibers in the
geopolymer form constituted 0, 0.5 and 1.0% of the total volume
of the mixture. Geopolymer (cement-less) matrix interaction
performance played an important role in identifying the
characteristics of the fiber-based composites. The mechanical
and microstructural properties of the mixtures were determined.
The optimum mixture was obtained from the sample with a
molar ratio of 16 M and 0.5% fiber. This mixture was then used
to cast the fiber-reinforced gepolymer composites. These
composites were produced using three different geosynthetics
with the optimum mixture. The experimental behavior of the
composites was investigated using PP geogrid composite
(PPGC), carbon geogrid composite (CGC) and polyfelt
geotextile composite (PGC) under flexural loading. We observed
that the compressive strength of the composites increased as the
curing temperature and NaOH concentration increased in
geopolymer composites with a high molar ratio. The
microstructural properties of the samples changed with
temperature: the voids decreased and the calcium silicate hydrate
(CSH) gels provided compact bonding during the
geopolymerization process. Furthermore, the PPGC
demonstrated high viscosity, good adherence and high flexural
strength. J. Fiber Sci. Technol., 75(4), 35-46 (2019) doi
10.2115/fiberst.2019-0006 ©2019 The Society of Fiber Science
and Technology, Japan
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顧 問 浦川 宏（京都工芸繊維大院）松下 義弘（繊維・未来塾幹事）

開催年月日 講演会・討論会等開催名（開催地） 掲載頁

2019. 4. 12㈮ 第 70 回公開講演会（繊維課題）（大阪市・大阪産業創造館 6 F会議室 B） A26

4. 16㈫ 日本不織布協会 生活資材部会 分科会（大阪市・大阪産業創造館 6階
会議室E） A26

4. 25㈭
26㈮

繊維系研究機関ミニ国際シンポジウム 2019 講演会・見学会（東京都・（地
独）東京都立産業技術研究センター 本部 東京イノベーション・ハブ） A22

5. 12㈰
～17㈮

テクニカルテキスタイル展視察 欧州テクテキスタイル技術調査 2019
（チューリッヒ・フランクフルト） A24

5. 28㈫ 日本不織布協会「ANNA講演会」（東京都・東京 連合会館 201 会議室） A26
6. 5㈬
～ 7㈮ 2019 年度繊維学会年次大会（東京都・タワーホール船堀） A3～21

6. 12㈬ 日本不織布協会 フィルター部会 分科会（東京都・東京 連合会館 201
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7. 11㈭
12㈮
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繊維学会誌広告掲載募集要領・広告掲載申込書 2010年 6 月号
繊維学会定款（2012年 4 月 1 日改訂） 2012年 3 月号
Individual Membership Application Form 2012年12月号
繊維学会誌報文投稿規定（2012年 1 月 1 日改訂） 2014年 1 月号
訂正・変更届用紙 2014年 3 月号
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2019年度繊維学会主要行事予定

2019 年（平成 31年）度分 正会員年会費自動引落し日のご連絡

年会費の自動引落しをお申込み頂いています正会員の皆様の口座からの
年会費の自動引落し日は 2019 年 4月 23 日㈫になりますのでご通知申し上げます。

2019 年度通常総会開催について

2019 年度通常総会を下記要領で開催いたしますので、ご出席いただきたくご案内申し上げます。なお、本
総会の目的であります下記議案の決議には、定款により過半数以上の定足数を必要としますので、当日ご欠席
の場合には、別途お送りします 2019 年度通常総会開催通知の“返信用はがき”の委任状記入欄に（個人会員名
または学会誌受領担当者名など）をご記入いただき、5月 25 日㈯までに必ずご返送くださいますようお願い申
し上げます。

記
1. 開催日：2019 年 6 月 6 日㈭ 9:30～（予定）
2. 会 場：タワーホール船堀（東京都江戸川区）5階 小ホール

〒134－0091 東京都江戸川区船堀 4－1－1 TEL : 03－5676－2211
3. 議 案：第 1号議案 2018 年度事業報告承認の件

第 2号議案 2018 年度決算報告承認の件
第 3号議案 名誉会員推挙の件
第 4号議案 2019 年度理事交代（選任）の件

4. 報告事項
2018 年度（平成 30 年度）公益目的支出計画実施報告に関する件
小島盛男氏からの寄附金に関する報告

繊維学会の正会員様、学生会員様へのお知らせ
繊維学会の正会員様、学生会員様の会員資格は毎年自動継続となり、別段のお手続きは必要ございません。

ただ、新しい年度に替わる時期ですので異動、退職、卒業などによりご登録情報に変更がございましたら、お
早めにご連絡を頂きますよう、ご協力をよろしくお願い申し上げます。
＊学会誌の送付先の変更

住所変更（新旧の住所）、担当者変更（新旧の担当者名）、時期など
＊退会をご希望の際は、メールまたはFAXに必要事項

会員番号、氏名、退会希望日、連絡先など
を記入し、下記までご連絡をお願いします。

問合せ先 一般社団法人 繊維学会 事務局
〒141－0021 東京都品川区上大崎 3－3－9－208
TEL : 03－3441－5627 FAX : 03－3441－3620 E-mail : office@fiber.or.jp

行 事 名 日 程 開 催 会 場 他

年次大会・研究発表会 2019年 6 月 5 日㈬～ 7日㈮ タワーホール船堀
（東京都江戸川区）

通常総会 2019年 6 月 6 日㈭午前中 年次大会と同時開催

繊維基礎講座 2019年 8 月 6 日㈫、7日㈬ 東レ㈱総合研修センター
（三島市）

第 49 回夏季セミナー 2019 年 9 月11日㈬、12日㈭ 北海道北見市（ホテル黒部）

秋季研究発表会 2019年11月 9 日㈯、10日㈰ 信州大学繊維学部（上田市）
「疾走するファイバー展」見学（予定）

A2

2019年 繊維学会年次大会

日 時：2019 年 6 月 5 日㈬～7日㈮
会 場：タワーホール船堀（江戸川区総合区民ホール）

〒134－0091 東京都江戸川区船堀 4－1－1
TEL : 03－5676－2211 FAX : 03－5676－2501
http://www.towerhall.jp/
〈交通〉都営地下鉄新宿線船堀駅下車北口徒歩約 1分

開催概要
繊維学会年次大会は、繊維・高分子科学に携わる研究者や技術者が一堂に会し、研究成果の発表を行い、参加
者と充実した議論やコミュニケーションができる場を提供することを開催の基本方針としています。また、「優
秀口頭発表賞」と「優秀ポスター発表賞」を授与し、活躍する若手研究者の顕在化を図ります。例年、多数の
一般発表に加え、依頼講演もあります。会員の皆様には、ご自身の最新の研究成果の発表の場、議論討論の場、
ネットワークを広げる場として、本年次大会を積極的にご活用ください。

発表分野
［1．繊維・高分子材料の創製］

1a 新素材合成 1b素材変換・化学修飾 1c 無機素材・有機無機複合素材
［2．繊維・高分子材料の機能］

2a オプティクス・フォトニクス 2bエレクトロニクス 2c イオニクス
2d機能膜の基礎と応用 2e 接着・界面/表面機能 2f 耐熱性・難燃性

［3．繊維・高分子材料の物理］
3a 結晶・非晶・高次構造 3b繊維・フィルムの構造と物性
3c 複合材料の構造と物性 3d繊維構造解析手法の新展開

［4．成形・加工・紡糸］
4a 繊維・フィルム 4b不織布・多孔体 4c 複合材料 4d 3Dプリンタ

［5．染色・機能加工・洗浄］
5a 染色 5b 機能加工 5c 洗浄管理

［6．テキスタイルサイエンス］
6a 紡織・テキスタイル 6b消費科学 6c 感性計測・評価 6dスマートテキスタイル

［7．天然繊維・生体高分子］
7a 紙・パルプ 7b天然材料 7c 生分解性材料 7dバイオマス素材

［8．ソフトマテリアル］
8a 液晶 8b コロイド・ラテックス 8c ゲル・エラストマー 8dブレンド・ミクロ相分離

［9．バイオ・メディカルマテリアル］
9a 生体材料・医用高分子 9bバイオポリマー

［10．【特別セッション】ナノファイバー］
10a ナノファイバーの作製 10b ナノファイバーの構造と物性 10c ナノファイバーの応用

［11.【特別セッション】ミルフィーユ構造の材料科学］
11a 繊維・高分子材料 11b 非高分子系材料 11c 複合材料 11d ミルフィーユ構造の評価・解析

A3



2019年度繊維学会主要行事予定

2019 年（平成 31年）度分 正会員年会費自動引落し日のご連絡
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年会費の自動引落し日は 2019 年 4月 23 日㈫になりますのでご通知申し上げます。

2019 年度通常総会開催について

2019 年度通常総会を下記要領で開催いたしますので、ご出席いただきたくご案内申し上げます。なお、本
総会の目的であります下記議案の決議には、定款により過半数以上の定足数を必要としますので、当日ご欠席
の場合には、別途お送りします 2019 年度通常総会開催通知の“返信用はがき”の委任状記入欄に（個人会員名
または学会誌受領担当者名など）をご記入いただき、5月 25 日㈯までに必ずご返送くださいますようお願い申
し上げます。

記
1. 開催日：2019 年 6 月 6 日㈭ 9:30～（予定）
2. 会 場：タワーホール船堀（東京都江戸川区）5階 小ホール

〒134－0091 東京都江戸川区船堀 4－1－1 TEL : 03－5676－2211
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第 2号議案 2018 年度決算報告承認の件
第 3号議案 名誉会員推挙の件
第 4号議案 2019 年度理事交代（選任）の件

4. 報告事項
2018 年度（平成 30 年度）公益目的支出計画実施報告に関する件
小島盛男氏からの寄附金に関する報告

繊維学会の正会員様、学生会員様へのお知らせ
繊維学会の正会員様、学生会員様の会員資格は毎年自動継続となり、別段のお手続きは必要ございません。

ただ、新しい年度に替わる時期ですので異動、退職、卒業などによりご登録情報に変更がございましたら、お
早めにご連絡を頂きますよう、ご協力をよろしくお願い申し上げます。
＊学会誌の送付先の変更

住所変更（新旧の住所）、担当者変更（新旧の担当者名）、時期など
＊退会をご希望の際は、メールまたはFAXに必要事項

会員番号、氏名、退会希望日、連絡先など
を記入し、下記までご連絡をお願いします。

問合せ先 一般社団法人 繊維学会 事務局
〒141－0021 東京都品川区上大崎 3－3－9－208
TEL : 03－3441－5627 FAX : 03－3441－3620 E-mail : office@fiber.or.jp

行 事 名 日 程 開 催 会 場 他

年次大会・研究発表会 2019年 6 月 5 日㈬～ 7日㈮ タワーホール船堀
（東京都江戸川区）

通常総会 2019年 6 月 6 日㈭午前中 年次大会と同時開催

繊維基礎講座 2019年 8 月 6 日㈫、7日㈬ 東レ㈱総合研修センター
（三島市）

第 49 回夏季セミナー 2019 年 9 月11日㈬、12日㈭ 北海道北見市（ホテル黒部）

秋季研究発表会 2019年11月 9 日㈯、10日㈰ 信州大学繊維学部（上田市）
「疾走するファイバー展」見学（予定）
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2019年 繊維学会年次大会

日 時：2019 年 6 月 5 日㈬～7日㈮
会 場：タワーホール船堀（江戸川区総合区民ホール）

〒134－0091 東京都江戸川区船堀 4－1－1
TEL : 03－5676－2211 FAX : 03－5676－2501
http://www.towerhall.jp/
〈交通〉都営地下鉄新宿線船堀駅下車北口徒歩約 1分

開催概要
繊維学会年次大会は、繊維・高分子科学に携わる研究者や技術者が一堂に会し、研究成果の発表を行い、参加
者と充実した議論やコミュニケーションができる場を提供することを開催の基本方針としています。また、「優
秀口頭発表賞」と「優秀ポスター発表賞」を授与し、活躍する若手研究者の顕在化を図ります。例年、多数の
一般発表に加え、依頼講演もあります。会員の皆様には、ご自身の最新の研究成果の発表の場、議論討論の場、
ネットワークを広げる場として、本年次大会を積極的にご活用ください。
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［1．繊維・高分子材料の創製］

1a 新素材合成 1b素材変換・化学修飾 1c 無機素材・有機無機複合素材
［2．繊維・高分子材料の機能］

2a オプティクス・フォトニクス 2bエレクトロニクス 2c イオニクス
2d機能膜の基礎と応用 2e 接着・界面/表面機能 2f 耐熱性・難燃性

［3．繊維・高分子材料の物理］
3a 結晶・非晶・高次構造 3b繊維・フィルムの構造と物性
3c 複合材料の構造と物性 3d繊維構造解析手法の新展開

［4．成形・加工・紡糸］
4a 繊維・フィルム 4b不織布・多孔体 4c 複合材料 4d 3Dプリンタ

［5．染色・機能加工・洗浄］
5a 染色 5b 機能加工 5c 洗浄管理

［6．テキスタイルサイエンス］
6a 紡織・テキスタイル 6b消費科学 6c 感性計測・評価 6dスマートテキスタイル

［7．天然繊維・生体高分子］
7a 紙・パルプ 7b天然材料 7c 生分解性材料 7dバイオマス素材

［8．ソフトマテリアル］
8a 液晶 8b コロイド・ラテックス 8c ゲル・エラストマー 8dブレンド・ミクロ相分離

［9．バイオ・メディカルマテリアル］
9a 生体材料・医用高分子 9bバイオポリマー

［10．【特別セッション】ナノファイバー］
10a ナノファイバーの作製 10b ナノファイバーの構造と物性 10c ナノファイバーの応用

［11.【特別セッション】ミルフィーユ構造の材料科学］
11a 繊維・高分子材料 11b 非高分子系材料 11c 複合材料 11d ミルフィーユ構造の評価・解析
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発表形式と応募資格
研究発表は、口頭発表（A1、A2）およびポスター発表（P1、P2）の形式で行います。
A1 口頭発表（一般）、 P1 ポスター発表（一般）
A2 口頭発表（優秀口頭発表賞）、 P2 ポスター発表（優秀ポスター発表賞）
優秀ポスター発表賞の表彰は、2日目のワインパーティーで行います。
優秀口頭発表賞の受賞者は、大会終了後、学会ホームページ・学会誌にて公表いたします。

予稿集の発行日 2019 年 5 月 29 日㈬ （Webでの閲覧開始日）

参加登録
大会参加者および懇親会出席者は、発表の有無にかかわらず、登録が必要です。登録は事前登録を原則とします。
事前登録締め切り後は、すべて当日登録扱いとなりますのでご注意ください。
事前登録者は、締め切りまでに参加登録料を下記のいずれかの方法でご送金ください。
期間内に入金が確認できない場合は、当日登録料金となります。振込手数料は各自でご負担ください。
（1）現金書留：〒141－0021 東京都品川区上大崎 3－3－9－208 （加入者名）一般社団法人繊維学会年次大会係
（2）銀行振込：三菱東京UFJ 銀行目黒駅前支店普通口座 4287837 （加入者名）一般社団法人繊維学会
（3）郵便振替：口座番号 00110－4－408504 （加入者名）一般社団法人繊維学会年次大会

事前参加登録締め切り 2019 年 5 月 24 日㈮

参加登録費：

問い合わせ先 ご不明の点は、学会事務局（TEL : 03-3441-5627、E-mail : office@fiber.or.jp）にお問合わせください

2019 年繊維学会年次大会実行委員会：
実行委員長 斎藤 拓（農工大）
実行副委員長 赤坂修一（東工大）、宝田亘（東工大）、中野幸司（農工大）、前田裕平（東レ）
担当理事 戸木田雅利（東工大）
実行委員 雨宮敏子（お茶女大）、石井大輔（東農大）、石毛亮平（東工大）、撹上将規（信州大）、

兼橋真二（農工大）、金慶孝（信州大）、葛原亜起夫（東京家政大）、黒瀬隆（山形大）
佐藤高彰（信州大）、敷中一洋（産総研）、芝崎祐二（岩手大）、高﨑緑（京都工芸繊維大）、
帯刀陽子（農工大）、田中学（首都大）、永井大介（群馬大）、中澤靖元（農工大）、
濱田仁美（東京家政大）、松田靖弘（静岡大）、松葉豪（山形大）、松本英俊（東工大）、
丸林弘典（東北大）、村瀬浩貴（共立女子大）、藪浩（東北大）、吉岡太陽（農研機構）
（五十音順）

学会事務局 野々村弘人、山本恵美

参加登録料：

懇親会費：

＊懇親会は 6月 5日に行います。

参加登録料 繊維学会
正会員 維持・賛助会員 非会員 繊維学会

学生会員 学生非会員

事前登録料 10,000 円 10,000 円 18,000 円 3,000 円 6,000 円
当日登録料 12,000 円 12,000 円 20,000 円 5,000 円 8,000 円

懇親会費 繊維学会
正会員 維持・賛助会員 非会員 繊維学会

学生会員 学生非会員

事前登録料 7,000 円 7,000 円 7,000 円 3,000 円 3,000 円
当日登録料 8,000 円 8,000 円 8,000 円 4,000 円 4,000 円
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発表形式と応募資格
研究発表は、口頭発表（A1、A2）およびポスター発表（P1、P2）の形式で行います。
A1 口頭発表（一般）、 P1 ポスター発表（一般）
A2 口頭発表（優秀口頭発表賞）、 P2 ポスター発表（優秀ポスター発表賞）
優秀ポスター発表賞の表彰は、2日目のワインパーティーで行います。
優秀口頭発表賞の受賞者は、大会終了後、学会ホームページ・学会誌にて公表いたします。

予稿集の発行日 2019 年 5 月 29 日㈬ （Webでの閲覧開始日）

参加登録
大会参加者および懇親会出席者は、発表の有無にかかわらず、登録が必要です。登録は事前登録を原則とします。
事前登録締め切り後は、すべて当日登録扱いとなりますのでご注意ください。
事前登録者は、締め切りまでに参加登録料を下記のいずれかの方法でご送金ください。
期間内に入金が確認できない場合は、当日登録料金となります。振込手数料は各自でご負担ください。
（1）現金書留：〒141－0021 東京都品川区上大崎 3－3－9－208 （加入者名）一般社団法人繊維学会年次大会係
（2）銀行振込：三菱東京UFJ 銀行目黒駅前支店普通口座 4287837 （加入者名）一般社団法人繊維学会
（3）郵便振替：口座番号 00110－4－408504 （加入者名）一般社団法人繊維学会年次大会

事前参加登録締め切り 2019 年 5 月 24 日㈮

参加登録費：

問い合わせ先 ご不明の点は、学会事務局（TEL : 03-3441-5627、E-mail : office@fiber.or.jp）にお問合わせください

2019 年繊維学会年次大会実行委員会：
実行委員長 斎藤 拓（農工大）
実行副委員長 赤坂修一（東工大）、宝田亘（東工大）、中野幸司（農工大）、前田裕平（東レ）
担当理事 戸木田雅利（東工大）
実行委員 雨宮敏子（お茶女大）、石井大輔（東農大）、石毛亮平（東工大）、撹上将規（信州大）、

兼橋真二（農工大）、金慶孝（信州大）、葛原亜起夫（東京家政大）、黒瀬隆（山形大）
佐藤高彰（信州大）、敷中一洋（産総研）、芝崎祐二（岩手大）、高﨑緑（京都工芸繊維大）、
帯刀陽子（農工大）、田中学（首都大）、永井大介（群馬大）、中澤靖元（農工大）、
濱田仁美（東京家政大）、松田靖弘（静岡大）、松葉豪（山形大）、松本英俊（東工大）、
丸林弘典（東北大）、村瀬浩貴（共立女子大）、藪浩（東北大）、吉岡太陽（農研機構）
（五十音順）

学会事務局 野々村弘人、山本恵美

参加登録料：

懇親会費：

＊懇親会は 6月 5日に行います。

参加登録料 繊維学会
正会員 維持・賛助会員 非会員 繊維学会

学生会員 学生非会員

事前登録料 10,000 円 10,000 円 18,000 円 3,000 円 6,000 円
当日登録料 12,000 円 12,000 円 20,000 円 5,000 円 8,000 円

懇親会費 繊維学会
正会員 維持・賛助会員 非会員 繊維学会

学生会員 学生非会員

事前登録料 7,000 円 7,000 円 7,000 円 3,000 円 3,000 円
当日登録料 8,000 円 8,000 円 8,000 円 4,000 円 4,000 円
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繊維系研究機関ミニ国際シンポジウム2019
講演会・見学会

陽春の頃、日本繊維機械学会・繊維学会の運営にご尽力され、繊維生産技術の発展に貢献されてきました鞠谷
雄士先生をお迎えし、関係者とともに講演会・見学会を開催する運びとなりましたので、下記の通りご案内申し上
げます。なお、本行事へは関東地域にこだわることなく、また、非学会員でもご参加いただけます。ご高配の程、
宜しくお願い申し上げます。なお、定員になり次第、締め切らせていただきます。早めにお申し込み願います。

第一部 講演会 2019 年 4月 25 日㈭ 12:50～16:50
会 場：（地独）東京都立産業技術研究センター 本部 東京イノベーション・ハブ

アクセス：ゆりかもめテレコムセンター駅下車、徒歩直ぐ、
りんかい線東京テレポート駅より徒歩 15 分、送迎バス利用 3分（ただし朝夕のみ）

地 図：http://www.iri-tokyo.jp/site/access/honbu.html
定 員：100 名
参加費：無料

〈講演 1〉13:00～13:40
横山幸雄 氏（東京都立産業技術研究センター 3Dものづくりセクター）

3Dプリンターでバイオリン、その設計と製作
〈講演 2〉13:40～14:20
金田 学 氏（花王株式会社 包装容器開発研究所）

花王のシート製品を支える繊維・不織布技術
〈ポスター発表/コーヒーブレイク〉14:20～15:10
〈講演 3〉15:10～15:50
HAHMWan-Gyu 氏

（Technical Textile R&D Group, Korea Institute of Industrial Technology（KITECH））
Development of High-strength Polyester Fibers via Novel Control of Flow Behavior in
Melt Spinning Process

〈講演 4〉15:50～16:50
鞠谷雄士 氏（東京工業大学 物質理工学院材料系）

高速紡糸による繊維形成とポリマー特性の関係

〈懇親会〉
講演会終了後、鞠谷先生を囲んで懇親会を開催します。参加費 6,000 円（予定）
会場：調査中

第二部 見学会 2019 年 4月 26 日㈮

見学先：企画中
参加費：無料

問合せ先・参加申し込み先（出来るだけE-mail でお願いします）
河原 豊（TEL : 0277－30－1491, kawahara@gunma-u.ac.jp）
群馬大学 理工学部 環境創生部門
〒376－8515 桐生市天神町一丁目 5番 1号
FAX : 0277－30－1412

A22

2019年度化学系学協会東北大会

主 催：日本化学会東北支部
共 催：高分子学会東北支部、日本分析化学会東北支部、化学工学会東北支部、有機合成化学協会東北支部、電気

化学会東北支部、日本材料学会東北支部、繊維学会東北北海道支部、無機マテリアル学会北部支部、分子
科学会東北地区、高等学校文化連盟全国自然科学専門部、山形大学

会 期：2019 年 9 月 21 日㈯～22 日㈰
会 場：山形大学小白川キャンパス（〒990－8560 山形市小白川町 1－4－12）

［アクセス］https://www.yamagata-u.ac.jp/jp/access/#koji
交 通：
1. JR 山形駅東口から徒歩約 25 分
2. JR 山形駅東口バスターミナル （東口 4番のりば）「県庁前・県庁北口」行きで「南高前・山大入口」下車（約
6分）、そこから徒歩約 7分（バス運賃：190 円）

3. JR 山形駅東口バスターミナル （東口 5番のりば）「宝沢・関沢行きバス」行きで「小白川 1丁目」下車（約 10
分）、そこから徒歩（7分）（バス運賃：240 円）

4. JR 山形駅東口バスターミナル 「ベニちゃんバス東くるりん」で「山大前」下車すぐ（9分）（バス運賃：100 円）
5. JR 山形駅東口からタクシー 約 5分（料金：約 1,000 円）
※学内に駐車場はございません。公共交通機関をご利用ください。
講 演：
1. ポスター発表および口頭発表
2. 特別講演：川合眞紀先生、藤嶋昭先生、辻井敬亘先生
3. 招待講演：各学協会からの推薦による現在脚光を浴びているテーマで約 10 件
4. 依頼講演：各学協会からの推薦による研究者講演で約 20 件
5. 特別企画：化学教育研究協議会東北大会、有機化学コロキウム、高分子コロキウム、物理化学コロキウム
※口頭発表は講演者持参のコンピュータによりプロジェクタを利用

発表申込開始 4月初旬（予定）
参加登録申込開始 4月初旬（予定）
発表申込締切 5月 31 日㈮
発表予稿原稿締切 7月 26 日㈮
事前参加登録申込締切 8月 9日㈮
発表申込方法 日本化学会東北支部ホームページ（http://tohoku.chemistry.or.jp/）にて案内

（4月初旬頃公開予定）

参加登録費：
［事前登録］ 一般：4,000 円 小・中・高教員：2,000 円 大学院生：2,000 円 高校生、高専生、学部生：無料

（いずれも予稿集代を含む）
［当日登録］ 一般：5,000 円 小・中・高教員：3,000 円 大学院生：3,000 円 高校生、高専生、学部生：無料

（いずれも予稿集代を含む）
懇親会：9月 21 日㈯ 18 時より、山形国際ホテルにて

会費：事前登録：一般 6,000 円、学生 4,000 円
当日登録：一般 7,000 円、学生 5,000 円

事前参加登録申込方法：日本化学会東北支部ホームページ（http://tohoku.chemistry.or.jp/）にて案内（4月初旬頃公
開予定）

問合せ：〒980－8578 宮城県仙台市青葉区荒巻字青葉 6－3
東北大学大学院理学研究科 合同A棟 412 号室
公益社団法人 日本化学会東北支部事務局 （担当：千葉依巳・遠藤小春）
TEL·FAX : 022－224－3883
E-mail : nikka.tohoku@chemistry.or.jp:
HP : http : //tohoku.chemistry.or.jp/
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繊維系研究機関ミニ国際シンポジウム2019
講演会・見学会

陽春の頃、日本繊維機械学会・繊維学会の運営にご尽力され、繊維生産技術の発展に貢献されてきました鞠谷
雄士先生をお迎えし、関係者とともに講演会・見学会を開催する運びとなりましたので、下記の通りご案内申し上
げます。なお、本行事へは関東地域にこだわることなく、また、非学会員でもご参加いただけます。ご高配の程、
宜しくお願い申し上げます。なお、定員になり次第、締め切らせていただきます。早めにお申し込み願います。

第一部 講演会 2019 年 4月 25 日㈭ 12:50～16:50
会 場：（地独）東京都立産業技術研究センター 本部 東京イノベーション・ハブ

アクセス：ゆりかもめテレコムセンター駅下車、徒歩直ぐ、
りんかい線東京テレポート駅より徒歩 15 分、送迎バス利用 3分（ただし朝夕のみ）

地 図：http://www.iri-tokyo.jp/site/access/honbu.html
定 員：100 名
参加費：無料

〈講演 1〉13:00～13:40
横山幸雄 氏（東京都立産業技術研究センター 3Dものづくりセクター）

3Dプリンターでバイオリン、その設計と製作
〈講演 2〉13:40～14:20
金田 学 氏（花王株式会社 包装容器開発研究所）

花王のシート製品を支える繊維・不織布技術
〈ポスター発表/コーヒーブレイク〉14:20～15:10
〈講演 3〉15:10～15:50
HAHMWan-Gyu 氏

（Technical Textile R&D Group, Korea Institute of Industrial Technology（KITECH））
Development of High-strength Polyester Fibers via Novel Control of Flow Behavior in
Melt Spinning Process

〈講演 4〉15:50～16:50
鞠谷雄士 氏（東京工業大学 物質理工学院材料系）

高速紡糸による繊維形成とポリマー特性の関係

〈懇親会〉
講演会終了後、鞠谷先生を囲んで懇親会を開催します。参加費 6,000 円（予定）
会場：調査中

第二部 見学会 2019 年 4月 26 日㈮

見学先：企画中
参加費：無料

問合せ先・参加申し込み先（出来るだけE-mail でお願いします）
河原 豊（TEL : 0277－30－1491, kawahara@gunma-u.ac.jp）
群馬大学 理工学部 環境創生部門
〒376－8515 桐生市天神町一丁目 5番 1号
FAX : 0277－30－1412
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2019年度化学系学協会東北大会

主 催：日本化学会東北支部
共 催：高分子学会東北支部、日本分析化学会東北支部、化学工学会東北支部、有機合成化学協会東北支部、電気

化学会東北支部、日本材料学会東北支部、繊維学会東北北海道支部、無機マテリアル学会北部支部、分子
科学会東北地区、高等学校文化連盟全国自然科学専門部、山形大学

会 期：2019 年 9 月 21 日㈯～22 日㈰
会 場：山形大学小白川キャンパス（〒990－8560 山形市小白川町 1－4－12）

［アクセス］https://www.yamagata-u.ac.jp/jp/access/#koji
交 通：
1. JR 山形駅東口から徒歩約 25 分
2. JR 山形駅東口バスターミナル （東口 4番のりば）「県庁前・県庁北口」行きで「南高前・山大入口」下車（約
6分）、そこから徒歩約 7分（バス運賃：190 円）

3. JR 山形駅東口バスターミナル （東口 5番のりば）「宝沢・関沢行きバス」行きで「小白川 1丁目」下車（約 10
分）、そこから徒歩（7分）（バス運賃：240 円）

4. JR 山形駅東口バスターミナル 「ベニちゃんバス東くるりん」で「山大前」下車すぐ（9分）（バス運賃：100 円）
5. JR 山形駅東口からタクシー 約 5分（料金：約 1,000 円）
※学内に駐車場はございません。公共交通機関をご利用ください。
講 演：
1. ポスター発表および口頭発表
2. 特別講演：川合眞紀先生、藤嶋昭先生、辻井敬亘先生
3. 招待講演：各学協会からの推薦による現在脚光を浴びているテーマで約 10 件
4. 依頼講演：各学協会からの推薦による研究者講演で約 20 件
5. 特別企画：化学教育研究協議会東北大会、有機化学コロキウム、高分子コロキウム、物理化学コロキウム
※口頭発表は講演者持参のコンピュータによりプロジェクタを利用

発表申込開始 4月初旬（予定）
参加登録申込開始 4月初旬（予定）
発表申込締切 5月 31 日㈮
発表予稿原稿締切 7月 26 日㈮
事前参加登録申込締切 8月 9日㈮
発表申込方法 日本化学会東北支部ホームページ（http://tohoku.chemistry.or.jp/）にて案内

（4月初旬頃公開予定）

参加登録費：
［事前登録］ 一般：4,000 円 小・中・高教員：2,000 円 大学院生：2,000 円 高校生、高専生、学部生：無料

（いずれも予稿集代を含む）
［当日登録］ 一般：5,000 円 小・中・高教員：3,000 円 大学院生：3,000 円 高校生、高専生、学部生：無料

（いずれも予稿集代を含む）
懇親会：9月 21 日㈯ 18 時より、山形国際ホテルにて

会費：事前登録：一般 6,000 円、学生 4,000 円
当日登録：一般 7,000 円、学生 5,000 円

事前参加登録申込方法：日本化学会東北支部ホームページ（http://tohoku.chemistry.or.jp/）にて案内（4月初旬頃公
開予定）

問合せ：〒980－8578 宮城県仙台市青葉区荒巻字青葉 6－3
東北大学大学院理学研究科 合同A棟 412 号室
公益社団法人 日本化学会東北支部事務局 （担当：千葉依巳・遠藤小春）
TEL·FAX : 022－224－3883
E-mail : nikka.tohoku@chemistry.or.jp:
HP : http : //tohoku.chemistry.or.jp/
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テクニカルテキスタイル展視察のご案内
欧州テクテキスタイル技術調査2019

※日程は調整中ですので、変更が入る可能性が有る事も、ご了承くださいます様宜しくお願い致します。
※参加費用は、視察先および参加者数で変動しますことご了承願います。

旅行代金：お 1人様（税込み）＠￥399,900－（15 名様以上の場合での旅行代金となります。）
利用予定航空会社：KLMオランダ航空ご利用・その他欧州系航空会社

（ビジネスクラスご利用の場合等：別途ご案内させて頂きます。）
利用予定ホテル：各都市、別途ご案内を申し上げます。（各都市）上記のスケジュールに合わせて確保済み

（ホテルは全て single roomご利用を予定しております。上記の旅行代金は single ご利用の場合
です。）

最少催行人員：15 名様より出発可能。
添乗員：15 名様以上の場合、同行致します。
食事条件：毎朝食付き（機内食を除く）
その他：見本市入場料、渡航手続き費用、等は含まれません。各国空港税、燃油サーチャージ（約 68,000 円は、上

記の旅行代金に含みますが、燃油サーチャージ、現地空港税の変動する場合が在ります事を、ご了承くだ
さいませ。）

※詳しい旅行条件は、手配内容により変わります。手配進行に応じて、条件書をご提出します。
主 催：スマートテキスタイル研究会（繊維学会、日本繊維機械学会、日本繊維製品消費科学会）
協 賛：（予定）日本繊維機械学会 繊維機械研究会、テクテキスタイル研究会、不織布研究会
旅行企画・実施：株式会社ジェイワールドトラベル

TEL : 06－6266－2229 FAX : 06－6266－3447（観光庁長官登録旅行業第 1359 号）
〒541－0052 大阪市中央区安土町 3－4－10 京阪神安土町ビル 3 F 担当：橋本賢次
URL : http : //www.jw-trvl.co.jp, E-mail : hashimoto@jw-trvl.co.jp
お申し込みの際は、直接ジェイワールドトラベルまで、お願い致します。

日時 都市 日程

5/12㈰ 大阪
チューリッヒ

午前中（早朝）関西空港へ集合
空路、欧州経由にて、チューリッヒへ「出国審査」
夕刻、チューリッヒ空港着。着後ホテルへ「入国審査」 【チューリッヒ泊】

5/13㈪ チューリッヒ （朝から移動）Jacob Muller 社へ訪問見学
【チューリッヒ泊】

5/14㈫ チューリッヒ
フランクフルト

空路、フランクフルトへ
着後、テクテキスタイル展示会視察 【フランクフルト泊】

5/15㈬ フランクフルト 終日 テクテキスタイル展示会調査
【フランクフルト泊】

5/16㈭ フランクフルト 午前中、フランクフルト空港へ
フランクフルト空港ご出発、空路 関西空港へ「出国審査」 【機中泊】

5/17㈮ 大阪 午前中、関西空港着。
「入国審査」終了後、解散。
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その他：見本市入場料、渡航手続き費用、等は含まれません。各国空港税、燃油サーチャージ（約 68,000 円は、上
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※詳しい旅行条件は、手配内容により変わります。手配進行に応じて、条件書をご提出します。
主 催：スマートテキスタイル研究会（繊維学会、日本繊維機械学会、日本繊維製品消費科学会）
協 賛：（予定）日本繊維機械学会 繊維機械研究会、テクテキスタイル研究会、不織布研究会
旅行企画・実施：株式会社ジェイワールドトラベル

TEL : 06－6266－2229 FAX : 06－6266－3447（観光庁長官登録旅行業第 1359 号）
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第70回公開講演会（繊維課題）

主 催：日本技術士会近畿本部 繊維部会
共 催：日本繊維技術士センター、日本染色加工同業会
日 時：2019 年 4 月 12 日㈮ 13:30～16:30
会 場：大阪産業創造館 6 F会議室 B
プログラム：講演 2件
・日本の近代化と戦後復興期の繊維産業と 21 世紀
の日本の産業

日本繊維技術士センター 理事 安永直人
・IoTやウエアラブルセンサーに適したスマート繊
維センサー「圧電組紐」

帝人フロンティア㈱ 西尾 玲
問合せ先：日本繊維技術士センター（JTCC）本部

TEL : 06－6484－6506
E-mail : jtcc@nifty.com

――――――――――――――――――――――――

日本不織布協会 生活資材部会 分科会

主 催：日本不織布協会
日 時：2019 年 4 月 16 日㈫ 13:20～16:40
会 場：大阪産業創造館 6階会議室E
プログラム：講演 3件
・高吸水・高吸湿繊維「ベルオアシス�」について

帝人フロンティア㈱ 田垣内良一
・繊維産業の課題と経済産業省の取組」

経済産業省近畿経済産業局 安藤慎二
・今後、求められる「ISO 22716（化粧品 GMP）」の
概要について ㈱カナエテクノス 関 真

日本不織布協会「ANNA講演会」

主 催：日本不織布協会
日 時：2019 年 5 月 28 日㈫ 13:20～16:40
会 場：東京 連合会館 201 会議室

（千代田区神田駿河台）
プログラム：講演 3件
・生活者の見えない欲望（インサイト）のとらえ方

㈱博報堂ケトル 嶋浩一郎
・紙おむつのリサイクル

ユニ・チャーム㈱ 亀田範明
・ペットボトルリサイクル繊維の可能性

小山化学㈱ 徳武信利

日本不織布協会 フィルター部会 分科会

主 催：日本不織布協会
日 時：2019 年 6 月 12 日㈬ 13:20～16:40

会 場：東京 連合会館 201 会議室
（千代田区神田駿河台）

プログラム：3件
・一般換気用フィルターの国際規格 ISO16890 と新
JIS B9908 について

元 日本バイリーン㈱ 大垣 豊
・不織布の液体フィルターへの応用・使用事例

JNCフィルター㈱ 川崎真生
・フィルター技術者のための紛体入門講座

岡山大学 後藤邦彰
問合せ先：日本不織布協会 事務局

TEL : 06－6233－0842
E-mail : info@anna.gr.jp

――――――――――――――――――――――――

第86回紙パルプ研究発表会

主 催：紙パルプ技術協会
日 時：2019 年 6 月 20 日㈭、21 日㈮
会 場：東京大学弥生講堂（文京区弥生 1－1－1）
プログラム：紙パ技協誌 5月号及び紙パ技術協会ウエ

ブサイトに掲載予定
発表申込、参加登録を受け付けています。

問合せ先：紙パルプ技術協会
藤井（fujii@japantappi.org）
中越（nakakoshi@japantappi.org）

――――――――――――――――――――――――

セルロース学会第26回年次大会

主 催：セルロース学会
日 時：2019 年 7 月 11 日㈭～12 日㈮
会 場：福岡大学 福岡大学病院メディカルホール及

び文化センター第 4会議室（福岡市城南区）
講演内容：セルロースおよび関連科学の基礎および応

用開発研究
形 式：口頭発表（液晶プロジェクター使用）およびポ

スター発表
＊発表申込、発表要旨送付期間、企業展示申込、
参加登録など詳細情報は年次大会HPでご確
認ください。

問合せ先：セルロース学会第 26 回年次大会
（担当：湯井、山元）
E-mail : meeting 2019@cellulose-society.jp
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